
令和５年度２月補正後予算額と現計予算額との比較について

▲1,154億円

○入院病床の確保 ▲223億円
○宿泊療養施設の確保・運営 ▲115億円
○中小企業等への資金繰り支援

▲104億円
○新型コロナワクチン接種 ▲50億円

など

新型感染症対策 ▲618億円

（注） 表示単位未満の端数については、記載区分毎に四捨五入
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▲223
億円

▲618
億円

その他事業１兆 114億円

公共事業 2,495億円

６号補正後予算額
１兆４，０３１億円

２月補正後予算額
１兆２，８７７億円

新型感染症対策1,422億円

新型感染症対策 804億円

その他事業 9,801億円

▲313
億円

公共事業 2,272億円

○国直轄事業負担金の減額分 ▲94億円
○自然災害からの復旧や
災害に備えた復旧費用の減 ▲60億円

○復興公営住宅整備の減 ▲58億円
○国の補正予算を活用した防災力強化

＋71億円
など

公共事業 ▲223億円

○中小企業等への資金繰り支援 ▲132億円
○除染に伴う仮置場の原状回復支援事業

▲44億円
○人件費の所要見込みによる減 ▲24億円
○国の補正予算を活用した事業 ＋45億円

など

その他事業 ▲313億円

(うち、国の補正予算活用分
324億円)

(うち、国の補正予算活用分
69億円)

(うち、国の補正予算活用分
394億円)

(うち、国の補正予算活用分
115億円)

○ 国の補正予算を活用した事業に要する経費を計上するなど、喫緊の課題に対応するために必要となる
予算をしっかりと確保


